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１．ナノカーボンの世界 

  １）各種カーボン同素体 



日経メカニカル、2001.12. No.567 

２）注目されるナノカーボン 



NEDO技術資料 

２．カーボンナノチューブの構造 



３．ナノカーボン開発の歴史 

• 1952年二人のロシア人科学者による最初のｶｰﾎﾞﾝ・ﾅﾉﾁｭｰ
ﾌﾞがTEM観察されているが、冷戦中でフォローされず。 

• 1970年大澤映二（豊橋科技大）、ベンゼンが５個集まって皿
状になった「ｺﾗﾝﾆｭﾚﾝ」を発見し、ﾌﾗｰﾚﾝC60を予言していた
が英文発表しなかった。 

• 1985年ﾊﾛﾙﾄﾞ･ｸﾛﾄｰ、ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｽﾓｰﾘｰ、ﾛﾊﾞｰﾄ・ｶｰﾙがｻｯｶｰ
ﾎﾞｰﾙ状のﾌﾗｰﾚﾝC60を発見し、1996年ﾉｰﾍﾞﾙ化学賞受賞。 

• 1991年飯島澄男（当時NEC筑波研究所、現産総研、名城
大）がﾌﾗｰﾚﾝをｱｰｸ放電で試作中、堆積物の中からTEMで
ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞを発見。一躍ﾉｰﾍﾞﾙ賞候補に。他に遠藤守信
（信州大）、篠原久典（名古屋大）など活躍。 

• 2010年ｱﾝﾄﾞﾚ・ｶﾞｲﾑ（ｵﾗﾝﾀﾞ）、ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾉﾎﾞｾﾛﾌ（ﾛｼｱ）がｸﾞﾗ
ﾌｪﾝに関する先駆的研究でﾉｰﾍﾞﾙ物理学賞受賞。 
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４．カーボンナノチューブの性
質と応用 



 フラーレン 単層ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ 

形状 球 

直径 0.7ｎｍ 

円筒 

直径１ｎｍ、長さ 100～1000ｎｍ 

他に分子との反応性 あり なし 

溶解性 水に不溶、有機溶媒に可溶 水と有機溶媒に不溶 

導電性 なし 「ある」ものと「ない」ものあり 

機械的強度 強固 強固でしなやか 

電解効果トランジスタ 走査型ﾌﾟﾛｰﾌﾞ顕微鏡の探針 

医薬品カプセル 電解電子放射材料 

抗エイズウィルス剤 電子デバイス 

活性酸素吸収剤 触媒担持体 

活性酸素発生剤 電池電極添加剤 

光機能材料 構造強化剤 

応用例 

超伝導材料 導電性添加剤 

 

表１ ナノカーボン材料の物性と応用例 



ＧＳＩクレオス製カーボンチューブ 



当時の筆者のﾅﾉﾃｸ関係着眼技術 

• 材料としてﾅﾉｶｰﾎﾞﾝﾁｭｰﾌﾞ、ﾌﾗｰﾚﾝ 

– 現在最も注目されているﾅﾉﾏﾃﾘｱﾙで、国内でも三井、
三菱，昭和電工、ＧＳＩｸﾚｵｽ、日機装などで量産化を
急いでいる。従って大幅な低ｺｽﾄ化が期待されている。 

– 用途：皮膜導電性・熱伝導性、潤滑性付与 

• 自己組織化 

– 機能（耐食、接着、潤滑など）の持続化 

• 超微粒子 

– 用途：潤滑剤、光触媒機能向上 

 

 



導電モデル 

GSIｸﾚｵｽ 

有機被膜の導電性アップへの活用 



ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞをナイロン６６樹脂に添加した材料の電気抵抗（GSIｸﾚｵｽ） 



ﾅﾉｶｰﾎﾞﾝの製造コスト 

・2002年当時 
  ｶｰﾎﾞﾝ・ナノチューブ： 数千円～5万円／g 

                  2、３年以内には100円／g目標 

  ﾌﾗｰﾚﾝ： 500円／g(ﾌﾛﾝﾃｨｱｰ・ｶｰﾎﾞﾝ、三菱系） 

        2,3年以内に 50円／g目標  

・最新（2011.3.4.朝日新聞） 
産総研（つくば）で従来の120倍の生産効率の製造法を開          
発し、コストを20万円／g→数百円／g（１／1000）が可能 

 

 
 

 

  






